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【
北
・
書
記
・
高
橋
伸
明
通
信

員
】
春
の
仲
間
づ
く
り
運
動
、
北

支
部
で
は
新
入
学
祝
い
金
、
5
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
休
日
行
動
、

ま
た
、
「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
」
の
学
習
会
を
5
月
9

日
、
支
部
で
開
催
す
る
こ
と
な
ど

を
話
題
に
、
仕
事
の
状
況
も
聞
き

取
る
な
ど
、
対
話
を
盛
り
上
げ
る

よ
う
工
夫
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
15
日
に
は
、
自
分
た
ち
の
組

合
を
自
分
た
ち
で
元
気
に
、
を
テ

ー
マ
に
「
分
会
4
役
・
支
部
役
員

学
習
会
」
を
開
催
、
天
沼
江
東
支

部
常
任
の
講
義
か
ら
刺
激
を
受

け
、
「
仲
間
づ
く
り
月
間
こ
そ
人

づ
く
り
」
に
向
け
、
意
思
統
一
を

図
り
ま
し
た
。

20
日
の
行
動
で
北
東
分
会
は
全

群
が
分
会
セ
ン
タ
ー
に
結
集
、
群

長
さ
ん
が
各
々
所
属
し
て
い
る
組

合
員
さ
ん
と
の
訪
問
・
対
話
を
大

規
模
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
協
力

し
て
く
れ
る
仲
間
を
増
や
し
、
ど

れ
だ
け
多
く
の
組
合
員
と
接
触
し

て
い
く
か
、
全
分
会
の
運
動
の
発

展
、
そ
し
て
成
果
と
目
標
達
成
に

十
分
な
対
象
者
掘
り
起
し
を
目
指

し
、
連
日
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

政
府
は
4
月
6
日
、
働
き
方
改
革
関
連

法
案
を
閣
議
決
定
し
、
国
会
に
提
出
し
ま

し
た
。
安
倍
政
権
は
今
国

会
の
目
玉
法
案
と
位
置
づ

け
、
長
時
間
労
働
対
策
や

非
正
規
労
働
者
の
格
差
是

正
な
ど
、
労
働
者
に
プ
ラ

ス
に
な
る
と
説
明
を
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
法
案
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
、
①
定
額

働
か
せ
放
題
の
高
度
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
（
高
プ
ロ
制
）
創

設
、
②
月
1
0
0
時
間
未
満
に
及
ぶ
過
労

死
ラ
イ
ン
の
残
業
上
限
規
制
、
③
労
働
者

保
護
法
が
適
用
さ
れ
な
い
非
雇
用
型
就
労

を
普
及
す
る
雇
用
対
策
法
改
悪
な
ど
は
、

働
き
方
の
質
を
一
層
落
と
す
も
の
で
す
。

高
プ
ロ
制
は
一
定
の
条
件
を
満
た
す
労

働
者
に
つ
い
て
、
8
時
間
労
働
制
な
ど
の

労
働
時
間
規
制
を
外
す
も
の
で
、
2
0
0

7
年
に
第
1
次
安
倍
政
権
で
導
入
を
図
り

ま
し
た
が
、
「
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
」
「
過

労
死
促
進
法
」
と
批
判
さ
れ
、
断
念
し
た

経
過
が
あ
り
ま
す
。
労
働
者
に
働
く
時
間

を
決
め
る
裁
量
が
あ
っ
て
も
、
過
大
な
業

務
量
や
目
標
を
設
定
さ
れ
れ
ば
、
長
時
間

労
働
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

高
プ
ロ
制
の
対
象
者
は
年
収
1
0
7
5

万
円
以
上
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
経
団
連
は

か
つ
て
「
年
収
4
0
0
万
円
以
上
に
」
と

表
明
し
て
お
り
、
い
ず
れ
一
般
の
給
与
所

得
者
も
対
象
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

残
業
上
限
規
制
は
1
カ
月
1
0
0
時
間

未
満
や
2
〜
6
カ
月
平
均
80
時
間
未
満
ま

で
認
め
る
と
い
う
内
容
で
す
。
過
労
死
認

定
基
準
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
し
か
な
く
、
企

業
に
と
っ
て
「
こ
こ
ま
で
残
業
さ
せ
て
も

よ
い
」
と
い
う
解
釈
が
生
ま
れ
ま
す
。

非
雇
用
型
就
労
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し

て
す
で
に
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
最
も
不

安
定
で
厳
し
い
契
約
条
件
に
置
か
れ
た
働

き
方
で
す
。
こ
れ
が
安
易
に
広
が
る
こ
と

は
雇
用
の
劣
化
を
ま
ね
く
も
の
で
す
。

今
回
、
労
働
政
策
審
議
会
に
諮（
は
か
）

る
こ
と
な
く
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
も
問

題
で
す
。
労
働
者
や
過
労
死
遺
族
の
話
も

聞
き
、
徹
底
的
な
審
議
が
必
要
で
す
。

組合員宅を訪問する右から石川本部常任中執と
宮下北支部副委員長

目標まであと2人と月間を牽引
する東部分会。この日は出陣式
に仲間が集合

会場が満員となる300人が
集まった

4
月
5
日
に
Ｃ
Ｖ
―
22
オ
ス
プ

レ
イ
5
機
が
横
浜
の
ノ
ー
ス
ド
ッ

ク
か
ら
直
接
離
陸
し
、
神
奈
川
県

か
ら
八
王
子
市
、
福

生
市
市
街
地
上
空
を

通
過
し
、
横
田
基
地

に
着
陸
し
ま
し
た
。

4
月
16
日
、
衆
議
院
議
員
会
館

で
「
オ
ス
プ
レ
イ
横
田
配
備
反
対

緊
急
集
会
」
（
主
催
・
オ
ス
プ
レ

イ
反
対
東
京
連
絡
会
）
が
行
な
わ

れ
、
満
員
と
な
る
3
0
0
人
（
東

京
土
建
は
93
人
）
が
集
ま
り
、
抗

議
の
意
思
を
示
し
ま
し
た
。
主
催

者
を
代
表
し
て
三
多
摩
労
連
の
菅

原
一
茂
さ
ん
は
「
た
び
た
び
事
故

を
起
こ
し
て
い
る
オ
ス
プ
レ
イ
が

横
田
に
来
た
。
4
月
10
日
に
は
羽

村
市
で
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
が
学
校
の

敷
地
に
落
ち

る
と
い
う
事

故
が
起
こ
っ

た
。
元
凶
に

は
ア
メ
リ
カ
の
や
り
た
い
放
題
を

許
す
日
米
地
位
協
定
が
あ
る
」
と

話
し
ま
し
た
。

集
会
の
後
半
は
、
上
映
中
の
米

軍
厚
木
基
地
の
あ
る
大
和
市
の
若

者
た
ち
を
描
い
た
『
大
和
（
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
）
』
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
を
試
写
し
、
監
督
の
宮
崎
大

祐
さ
ん
ら
が
ミ
ニ
ト
ー
ク
を
行
な

い
、
参
加
者
か
ら
は
各
地
で
の
た

た
か
い
の
発
言
が
あ
り
、
オ
ス
プ

レ
イ
配
備
反
対
の
思
い
を
共
有
し

ま
し
た
。

【
中
野
・
書
記
・
上
山
将
之
通

信
員
】
1
9
7
人
の
仲
間
を
迎
え

よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
、
春
の

拡
大
月
間
。2
次
行
動
を
終
了
し
、

72
人
の
成
果
を
積
み
上
げ
ま
し

た
。
達
成
率
36
・
5
％
は
、
昨
年
、

一
昨
年
な
ど
と
比
べ
て
、
た
い
へ

ん
厳
し
い
数
字
で
す
。
東
部
分
会

が
あ
と
2
人
で
達
成
と
、
支
部
を

牽
引
し
て
い
ま
す
。
成
果
の
内
訳

は
、
引
き
続
き
入
社
に
伴
う
加
入

が
大
勢
を
占
め
、
一
人
親
方
労
災

加
入
な
ど
が
こ
れ
に
続
き
ま
す
。

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
従

来
か
ら
力
を
入
れ
て
い
た
訪
問
行

動
を
「
訪
問
対
話
」「
訪
問
留
守
」

「
電
話
対
話
」
に
細
分
化
。
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
よ
っ
て
ポ
イ
ン
ト

を
加
算
し
、
報
奨
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
地
道
に
組
合

員
を
訪
ね
て
対
話
を
重
ね
る
と
い

う
、
組
織
強
化
が
組
織
拡
大
そ
の

も
の
と
な
り
ま
す
。
分
会
に
よ
っ

て
行
動
内
容
に
ば
ら
つ
き
は
あ
る

も
の
の
、
序
盤
と
し
て
は
行
動
の

底
上
げ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
成
果
の
中
心
は
事
業

所
関
連
と
な
り
ま
す
。
拡
大
推
進

委
員
に
よ
る
昼
間
行
動
を
本
格
化

さ
せ
る
な
ど
、支
部
・
分
会
が
一
体

と
な
っ
て
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

「
ね
つ
造
」「
改
竄（
か
い
ざ
ん
）」

「
暴
言
」
「
セ
ク
ハ
ラ
」
…
。
連

日
、
不
祥
事
が
報
道
さ
れ
、
安
倍

政
権
の
支
持
率
も
30
％
を
下
回
る

事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

32
回
目
と
な
る
国
会
前
で
の
19

日
行
動
は
、
強
風
の
中
3
0
0
0

人
（
東
京
土
建
か
ら
は
56
人
）
の

市
民
が
集
ま
り
、
怒
り
の
声
を
あ

げ
ま
し
た
。
主
催
者
を
代
表
し
て

総
が
か
り
行
動
の
共
同
代
表
、
高

田
健
さ
ん
は
「
安
倍
政
権
の
私
物

化
、
腐
敗
に
悲
鳴
を
あ
げ
た
い
よ

う
な
状
況
だ
。
首
相
は
訪
米
し
て

い
ろ
い
ろ
言
っ
て
い
る
が
、
さ
ら

に
行
動
を
強
め
て
、
退
陣
に
追
い

込
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
」
な
ど

と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
憲
法
学

者
の
小
沢
隆
一
さ
ん
は
「
私
た
ち

は
安
倍
さ
ん
を
個
人
攻
撃
し
て
い

る
の
で
は
な
い
。
彼
の
権
力
行
使

や
政
治
家
と
し
て
の
資
質
と
行
動

が
憲
法
と
民
主
主
義
に
反
す
る
か

ら
、
権
力
か
ら
去
る
の
を
要
求
し

て
い
る
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

政
党
か
ら
は
社
民
、
共
産
、
立

憲
民
主
、
沖
縄
の
風
の
国
会
議
員

が
連
帯
の
ス
ピ
ー
チ
を
行
な
い
ま

し
た
。

新宿駅周辺をパレードする参加者

4
月
15
日
、
新
宿
駅
東
口
ア
ル

タ
前
で
、
最
賃
大
幅
引
き
上
げ
、

働
き
方
改
革
法
阻
止
を
訴
え
る
宣

伝
署
名
行
動
を
、
東
京
春
闘
共
闘

会
議
な
ど
の
3
団
体
が
行
な
い
ま

し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
国
民
春
闘

共
闘
の
橋
口
紀
塩
事
務
局
長
は

「
最
低
生
計
費
は
組
合
調
査
で
は

月
額
23
〜
24
万
円
と
出
て
い
る
。

し
か
し
東
京
で
は
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
と
言
わ
れ
る
者
が
5
人
に
1
人

も
い
る
。
最
賃
の
引
き
上
げ
は
今

す
ぐ
必
要
。
ま
た
安
倍
政
権
の
働

き
方
改
革
は
労
働
者
の
命
を
奪
う

も
の
。
規
制
緩
和
で
は
な
く
規
制

強
化
で
働
く
者
を
守
ろ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
医
療
、

出
版
、
タ
ク
シ
ー
労
働
者
、
青
年

な
ど
各
分
野
か
ら
発
言
が
続
き
ま

し
た
。

集
会
終
了
後
、
柏
木
公
園
に
移

動
し
、サ
ウ
ン
ド
カ
ー
を
先
頭
に
、

「
ど
こ
で
も
誰
で
も
1
5
0
0
円
」

「
働
き
方
改
革
い
ら
な
い
」
な
ど

と
ラ
ッ
プ
調
で
コ
ー
ル
を
繰
り
返

し
な
が
ら
新
宿
駅
周
辺
を
パ
レ
ー

ド
し
ま
し
た
。
東
京
土
建
か
ら
は

杉
並
支
部
の
青
年
部
員
な
ど
48
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

求

人

建
設
Ｃ
Ｕ
Ｓ
で
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
使
い
対
話

建
設
Ｃ
Ｕ
Ｓ
で
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
使
い
対
話

オ
ス
プ
レ
イ
い
ら
な
い

月
間
に
こ
そ
人
づ
く
り

横
田
配
備
に
抗
議
し
院
内
集
会

北

北
東
分
会
は
全
群
か
ら
結
集

成
果
の
中
心
は
事
業
所

中野

訪
問
行
動
を
３
つ
に
細
分
化

政
権
の
腐
敗
に
怒
り

３２
回
目
の
行
動
に
３
０
０
０
人

最賃大幅引上げを
新宿駅周辺をサウンドＰ

こ
れ
で
は「
働
か
せ
方
」改
革


